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ˎ৿࿡株式会社

２　ྩ࿨６೥度ϗ΢Ϩϯι΢のะ৔
性߅఍֐ʢ生育ଅਐ、ऩྔ、පݧࢼ　
　　等の向上ޮՌを֬ೝʣ

１ʣํݧࢼ๏

（1）実施場所：࡚ٶ県౎৓ࢢঙ内ொ及び山田
ொ中ໄ島の"社（主試験地）

ิ）の#農園ࢢ県えびの࡚ٶ：　
足試験地）

（2）地形と土壌条件：試験地は౎৓ຍ地੢ଆ
の丘ྕ地にあり、下૚はՐ山由来のシラ
ス、上૚はボラと黒ボクの互૚、表૚は腐
植質黒ボクでߏ成され、農地は大۠ը化さ
れ、加工用ホウレンソウなどの野菜、茶園、
຀草地、ச産など多様に利用されている。

（3）供試作物：ホウレンソウ（඼種：หఱؙ、
Φシリス）

種֓要（主試験地）ߞ（4）
播種：10/24（ঙ内１圃場、Φシリス）、

10/30（中ໄ島80圃場、Φシリス）
収穫：２/18（ঙ内１圃場）、２/23（中ໄ

島80圃場）
栽植密度：４条/1.3mベッド、条間30Dm、

株間6.7～8.0Dm（平7.5ۉDm）
堆肥施用（両圃場ڞ通）：キリシマ׬熟堆

肥１t/10aʴ乾燥ಲ糞１t/10a（10月上०）
基肥：化成肥料「大地６号」໿150Lg/10a
（10月中०）

特ू３　ࠃ಺༗ػ資ݯの࠷༺׆લઢ　ͦの1�　ิҨʢ�ʣ

１　は͡Ίʹ

　本９・８ࢽ月号に引き続き、カニ殻からந
出した高分子キチン（以下開発඼）が作物に
及ぼす影響について報告する機会を௖いた。

キチンキトサンを素材とする研究分野（日
本作物学会、バイΦサイエンス等）の報告に
よると、キチン質は低濃度でも作物の生育促
進、発根促進、඼質向上効果や植物໔Ӹを活
性化する「エリシター」として機能すること
から病害఍抗性を高めるとされている。
、回、作物の生育・収量等の調査に加えࠓ　
植物ࣗ身の持つ病害఍抗性の向上にも影響を
及ぼすか確ೝするため、病害調査を加えた。
なお、病害఍抗性に関する圃場調査では、気
৅条件（気温・湿度）に左右されるため、一
般にはࣗવ条件下での調査は難しいが、ここ
では地۠数と圃場数を増やすことで対応を試
みた。濃度に関しては、前回の圃場試験にて
確ೝできた、最適濃度10ppm開発඼を用い、
作物はホウレンソウにて実施した圃場試験の
結果を報告する。
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除草：播種直後に除草ࢄࡎ෍、ౙقにレー
キ除草（３～２ܭ回）

病害虫防除（׳行۠）：ౙقにࡴ虫・ࡴ菌（２
～３回実施）

（5）試験۠：３۠
෍ࢄ行۠（施ༀ）：通常の農ༀ׳・
・対照۠（無農ༀ）：農ༀ・開発඼とも未࢖

用
・開発඼۠（無農ༀ）：農ༀ無ࢄ෍で開発඼

のみࢄ෍
・ঙ内１圃場（28a）：-ࣈ型圃場の東ଆ໿５

aを対照۠（無農ༀ、13ベッド）。無農ༀ
۠中ԝに開発඼۠（10m2 ／۠ʷ５൓෮）、
੢ଆ20aが農Ո׳行、無農ༀ۠に接する２
畝を׳行۠（施ༀ）とした。

・中ໄ島80圃場（74a）：北ଆ໿10aを無農
ༀ۠（12ベッド）として、無農ༀ۠中ԝ
に開発඼ （۠10m2 ／۠ʷ５൓෮）をઃけた。

（6）開発඼のࢄ෍方๏
・ঙ内１圃場は播種４ि後、中ໄ島80圃場

は播種３ि後にそれͧれ開始以降２ि間お
きに７ܭ回（11/21、12/ ５、12/19、１/ ４、
１/16、１/30、２/16）

・第１、２回目ࢄ෍：１%開発඼500mM/ 
10a、1000ഒرऍ（濃度：10ppm）

・第３回目以降ࢄ෍：0.5%開発඼1000mM/ 
10a、500ഒرऍ（濃度：10ppm）

・10-༰量のి஑式ࣗ動෾ໄثで１۠10m2

あたり５-をۉ一にࢄ෍
（7）調査߲目
・生育調査：ࢄ෍時に草ৎ・葉色（葉緑素ܭ

SP"%値）をଌ定（５൓෮）
・収穫物調査：収量調査株は株間１mʷ２条

（0.6m）の全株を根ࡍから切அ、２地点/
۠ʷ３൓෮、収穫物は新઱重/株、病害・
生理障害の൑定、収穫物の඼質（内成分の
分ੳ）、土壌ඍ生物性

２ʣௐࠪ݁Ռ

ʢ1ʣ生育ௐ ɿࠪঙ಺１ะ৔（写真１、図１、２）
　　11月21日～２月16日にかけて草ৎと葉

緑素量（SP"%値）をଌ定した結果、１月
４日の第４回ଌ定以降、開発඼۠が対照۠
を上回った。౷ܭ的にも５%～１%の有ҙ
水४（分ࢄ分ੳ「5VLFZ
 tݕ定」）で差が
ೝめられ、ࢄ෍回数の増加（６回、７回）
に൐い生育差がさらに拡大した（図１）。
２月16日の収穫期には、׳行۠と比較し
ても開発඼۠が有ҙに༏れていた。12月
５日以降、収穫期までの期間で開発඼۠の
葉色が対照۠より濃く、特に１月４日と２
月16日には有ҙ水४１%で༏れていた（図
２）。また、׳行۠との比較では౷ܭ的有
ҙ差はないものの、開発඼۠の葉色は濃い
傾向が見られた。

写真̍　12݄19೔生育状況（ঙ内1）　ന࿮ɿ։発区5൓෮
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ʢ2ʣ生育ௐࠪɿதໄౡ80ะ৔

　（写真２、図３、４）
　　第２回ࢄ෍時点で開発඼۠の草ৎが対照

۠を上回り、その後も開発඼۠の生育༏位
が続いた（写真２）。視֮的にも差が確ೝ
され、౷ܭ的にも有ҙ差がೝめられた（図
３）。葉色の平ۉ値と有ҙ差ݕ定の結果に
よると、第２回・第３回ࢄ෍時に開発඼۠

の葉色が対照۠を上回り、౷ܭ的に有ҙ差
が確ೝされた（図４）。その後１月３日（第
６回ࢄ෍）までは有ҙ差は見られなかった
が、平ۉ値では開発඼۠が༏勢だった。収
穫期（２月16日）には開発඼۠と対照۠
に差はなかったものの、開発඼۠は׳行۠
に対して有ҙ差をࣔした。草ৎ同様、葉色
でも開発඼۠で༏位性がೝめられた。
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図̍　ホウレンソウの૲ৎ推移（ঙ内̍）
有ҙ水४ɿ�（̑�）ɼ��（̍�）
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図̎　ホウレンソウの葉色（41"%஋）推移（ঙ内̍）
有ҙ水४ɿ�（̑�）ɼ��（̍�）
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写真2　2݄19೔生育状況（中ໄౡ80）
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図３　ホウレンソウの૲ৎ推移（中ໄౡ80）
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図４　ホウレンソウの葉色（41"%஋）推移（中ໄౡ80）
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ʢ4ʣऩྔௐࠪɿதໄౡ80ะ৔（表２）
　圃場࡯؍では無農ༀの開発඼۠と対照۠
で生育差は目立たず、病斑や障害も少な

かった。中ໄ島80圃場は播種஗れと低温
の影響で生育が不十分だったため、圃場の
一部にࣿྫྷפで保温ॲஔを実施した。一株
重量と収量は׳行۠が最も高く、౷ܭ的に
有ҙ差があった。開発඼۠は対照۠を上回
り、一株重の変動が少なかった（表２）。

ʢ�ʣऩ֭੻஍土壌のඍ生物性（表３）
ホウレンソウ収穫後の作土土壌（３地点

ࠞ合）のඍ生物性をઐ໳機関で分ੳした結
果、開発඼と土壌ඍ生物૓との係わりを解
ੳできるデータはಘられなかった。全体に
状菌数が低く、ϑβリウム菌や色素଱性ࢳ
菌、細菌は高密度であった。現状では試験
圃場の病ݪ଱性は全体に不安定とࢥわれ
る。両圃場とも牛糞・ಲ糞堆肥がຖ年施用
されていて、堆肥に由来する有機物（セル
ロース、タンパク質など）が߃常的に影響
して色素଱性菌、細菌、ϑβリウム菌のॅ
みやすい環境を提供している。試験۠との
係わりではঙ内１ の開発඼۠は色素଱性
菌で著しい増加がみられる。放線菌を除
くと、全ての菌数と#/' が増加している。
一方、中ໄ島80 はそのような傾向は見ら
れない。圃場また試験۠によってඍ生物૓
が変動するため、開発඼と土壌ඍ生物૓と
の係わりを解ੳできるデータはಘられてい
ない。

ʢ6ʣऩ֭גのࠜݍ（写真３、４、５）
　開発඼۠（無農ༀ、写真４）の主根数は

表̍　גの৽઱ॏ量15ג（̎৚ɾ̍N）、̎地఺ʷ
　　　３൓෮のฏۉ

表̎　גの৽઱ॏ量  15ג（̎৚ɾ̍N）、̎地఺
　　　ʷ３൓෮のฏۉ


ە色素଱性	ەɾ色଱ە状ࢳʜϩーズϕンガϧפఱഓ地、์ઢەɾەࡉʜエッグΞϧブミンפఱഓ地、
ϑβリウムەʜ'0(1פఱഓ地

表３　ホウレンソウ収穫੻地の土壌ඍ生物૓

ʢ3ʣऩྔௐࠪɿঙ಺１ะ৔（表１）
　　一株あたりの新઱重量に有ҙ差はなかっ

たが、平ۉ値では開発඼۠が༏り、対照۠、
行۠のॱであった。収量も同様に開発඼׳　

۠が༏位で、全ଌ定データ90株/۠の変動
係数に見られるよう一株重量のばらつきも
少ない傾向が確ೝされた（表１）。
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対照۠（無農ༀ、写真３）と同様だが、ଆ
根や細根の量・৳長が׳行۠（写真５）と
比べやや多かった。

ʢ7ʣऩ֭גのපൗ・生理ো֐等のௐࠪ

　　（写真６、図５）
　２月中०以降、試験۠に関係なく白斑病
や褐斑病の症状株（写真６）がࢄ見された。
病斑や生理障害（࿝化症、黄化、脈྾）の
調査では、ঙ内１圃場で開発඼۠が最も఍
抗性が高く、׳行۠は病斑や障害が多く଱
病性が低かった。一方、中ໄ島80圃場で
は׳行۠と開発඼۠がほぼ同等で対照۠が
ややྼる傾向だった。֤試験۠90株の調
査から病斑株数/調査株数（90株）を「病
斑株率」、良株数/調査株数（90株）を「正
常株率」として、数値化して病ݪ抑止効果
を求めた（図５）。ঙ内１圃場は開発඼ ：۠

病斑株率14.4%、正常株率78.9%、対照۠：
同18.8%、同62.2%、׳行۠：同25.6％、同
15.5%と׳行۠に病斑、障害株が目立った。
中ໄ島80圃場でも開発඼۠：病斑株率
4.4%、正常株率82.2%、対照۠：同17.7%、

写真３　ରর区（ແ೶ༀ） 写真４　։発඼区（ແ೶ༀ） 写真̑　ߦ׳区

図̑　ホウレンソウのප斑ג率、ਖ਼ৗג率（ঙ内
　　　̍、中ໄౡ80の圃場）
ප斑ג率ɿප斑数�調ࠪג数（90ג）　ਖ਼ৗג率ɿྑג数�調
（ג90）数גࠪ
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写真６　ホウレンソウのප斑ɾ生理障害
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同60%、׳行۠：同2.2％、同74. ４%と類
した効果が確ೝされたことから、開発඼ࣅ
۠は病害や生理障害（ストレス）への఍抗
性が高いとධ価された。

３ʣิ଍ɿ#農Ԃの݁ݧࢼՌʢਤ６、ࣸਅ７ʣ

　ࣗવ条件下での病害調査は難しいため、試
験地۠と圃場数を増やして対応した。試験
はえびのࢢの#農園َ௩地۠（30a）と入ࠤ
地۠（1.2Ia）で実施し、無農ༀの開発඼۠、
無農ༀ対照۠、施ༀの׳行۠をઃけたが、病
害発生は両地۠とも確ೝされず、気৅条件や
排水性、栽植密度が要因と考えられる。草ৎ
や収穫重に有ҙ差はなかったものの、َ௩圃
場の収穫期の新઱重と入ࠤ圃場の初期～中期
の草ৎと収穫期の新઱重で開発඼۠がわずか
に༏位な傾向をࣔした。

４ʣ࡯　ߟ

の農業生産๏ਓ（ࢢ౎৓）県北ॾ地࡚۠ٶ　
"社の協力をಘて、加工用ホウレンソウ（同
県は全ࠃの໿66%を占める）の圃場で開発
඼の機能性をධ価した。現地圃場での資材ධ
価は、気৅条件（気温・降雨）、土壌の性状、
これまでの土壌管理（堆肥や資材投入ྺ）な
どに大きく左右されるため、圃場数、試験۠
໘積、൓෮数、調査数、データの౷ܭॲ理な
どに഑慮し、試験ਫ਼度の向上を図った。
　試験の結果、開発඼۠（無農ༀ）は草ৎが
対照۠（無農ༀ）を上回り、ݫౙ期後の12
月にはࢄ෍回数の重複により生育差が拡大し
た（ঙ内１圃場、中ໄ島80圃場）。収穫期の
一株新઱重も対照۠をやや上回り、換ࢉ収量
ではঙ内１圃場で10aあたり550Lg、中ໄ島
80圃場で600Lgの増収となった。生育促進・
増収効果は、キチンによる発根促進作用（根
の৳長・根域の拡大）を通じて、根で生合成
される植物成長ホルモン（サイトカイニン等）
が作用したことに加え、開発඼に含まれる含
窒素多糖類の葉໘ࢄ෍による生育促進効果

（肥効）も寄与したのではないかとਪଌする。
　試験圃場のඍ生物૓は、ࢳ状菌数が低くϑ
βリウム菌は高密度、土壌病害଱性指標であ
る"/'（放線菌数/ࢳ状菌比）が小さいなど、
病ݪ଱性が不安定な状態であった。こうした
条件下でも、開発඼۠では病斑株率が対照۠

（無農ༀ）の17.7～18.8%に対して4.4～14.4%
に低下し、正常株率は向上した。これにより、
開発඼は生育促進・増収効果に加えて病害఍
抗性の効果も期待できることがࣔされた。

３　·とΊ

カニ殻等ߕ殻類の主成分（キチン）は病害
発生の抑制効果、土壌ඍ生物૓の改善、発根
促進、生育促進、収量・඼質向上効果が言わ

図６　ホウレンソウ৽઱ॏ（H）　َ௩ɾೖࠤ圃場
஋ۉのฏג40֤　　　

写真̓　َ௩圃場
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れており、すでにカニ殻キチン質資材は、土
壌改良資材（石灰質資材）、有機質資材や堆
肥のݪ料（ඍ生物性改善）等に活用されてい
る。ただし、現場では資材の施用量（施用量
が多い）、൓応（効き目、土壌中での分解が
஗い）に関して対応がさま͟まで、積極的に
活用されているとは言い難い。開発඼はカニ
殻キチン質資材と比べ、#S資材（ఱવ物由
来）として農ༀ等とࠞ用が可能で、施用量、
施用方๏、保管等औりѻいが༰易である。ま
た同じ#S資材として、キチンΦリゴ糖等の
低分子キチン製඼はあるが、キチン（高分子）
は見られない。通常、低分子のキチンにする
ためには൥ࡶな化学ॲ理を必要とするが、開
発඼では不要であり、環境に഑慮した資材で
あると考える。
ྩ）回、農Ո圃場で行ったキャベツ試験ࠓ　
࿨５年度）とホウレンソウ試験（ྩ࿨６年度）
の結果データから、ฐ社ಠࣗ製๏でカニ殻か
らந出した高分子キチンは「エリシター」と
して働き、植物ࣗ身の生理活性を高め、生育
促進・増収・病害఍抗性等の向上に寄与した
とਪଌする。ࠓ後さらに圃場試験データを
積み重ねることで、#Sࡎとして収量、඼質、
病害఍抗性の向上や環境ෛՙ低減が期待でき
る資材として、持続可能な農業に活用・ී及
されていくことが望まれる。
　（開発඼はݪ材料、含有成分から農ༀ類に
は֘当せず、#Sࡎのガイドラインにある農
ༀとしての効果に఍৮しないが、生データの
提ࣔ、広報には஫ҙしたい。）　

４　おΘりʹ

　本件の研究および圃場試験の਱行にあた
り、製๏開発と大学圃場でのධ価に͝ਚ力い
ただいた෱Ҫ県立大学の木元ڭतおよびࠤ౻
特೚ࢣߨに、ਂくྱޚ申し上げます。また、
大ن໛圃場試験において、有用な効果を実ূ
するو重な成果をおࣔしくださった日本土壌
協会の日高ઌ生にも、৺よりँײ申し上げま
す。
　৿࿡は、ࣗ動ंの樹ࢷ成型部඼の製଄か
ら、生活に໾立つ製඼をࢧえる素材の提供ま
で、社会に໾立つ「ものづくり」を多֯的に
खֻけています。ものづくりのٕと化学の力
で、社会に価値あるソリューションを提供す
ることをミッションとし、ࠓ後も持続可能な
社会の実現にݙߩするソリューションの開発
にऔり組んでまいります。

ʲお問߹ͤʳ
ホ ー ム ペ ー ジ：IttpT � //XXX.mPSJSPLV.DP.Kp/

CVTJOFTT/DIFmJDaMT/
お問合せϑΥーム：IttpT � //XXX.mPSJSPLV.DP.Kp/

GPSm/DIFmJDaMT/

ʻߟࢀจݙʼ
１ ）植物防Ӹ　第63ר第11号（2009年）
「ఱવ植物໔Ӹ༠ಋ物質の利用による植物病害防除
について」

２ ）生化学　第83ר第１号
　「植物໔Ӹに関わるキチンエリシター受༰体」
３ ）෱Ҫ県立大学࿦集　第56 号　2021. 9
「キチンΦリゴ糖とプラントアクテΟベーターのซ
用によるイネの病害఍抗性༠ಋ能のධ価」
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